
 

 
 

   

会場：御料館 （旧帝室林野局木曽支局庁舎） 

会期：2021 年１０月３０日(土)－１１月２８日(日) 

問い合せ：電話（0264）23-2070 

〒397-0001 長野県木曽町福島 5471-1 電話（0264）23-2033 

協力：木曽地域文化遺産活性化協議会 

1 階・2 階ギャラリーほか 

 

日本遺産 (JapanHeritage)木曽の風土と文化を辿る 

 

主催：木曽町教育委員会  

岩熊力也 IWAKUMA RIKIYA 

 

開館時間：9:00－17:00  入館無料   休館日：毎週月曜日 

 

御料館 令和３年度企画展（令和 2 年日本遺産追加認定記念展） 

―御料林時代の絵葉書を中心に― 
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【関連講演会のお知らせ】令和 3 年度木曽学講座  
日時：１１月１１日（木） 午後１時半～［御料館 2 階 大会議室］内容：「木曽谷林業の歴史Ⅱ」 
講師：山口 登氏［木曾山林資料館学芸員］※詳しくは回覧チラシ、役場だより、町ホームページをご覧ください。 

 

平成 28 年、木曽地域の文化遺産を紹介するストーリー「木

曽路はすべて山の中 ～山を守り 山に生きる～」が、文

化庁より「日本遺産」の県内初認定を受け、昨年には、現・

中津川市の島崎藤村居宅跡と木曽の朴葉巻、御料館も追加

認定されました。そこで御料館では、8 市町村にまたがる

木曽地域のすがたを、戦前の絵葉書の中に見出し、小さく

ともスケールの大きな図柄を楽しんでいただける展示を

企画しました。 

 

 

 

 

「白川皆伐地ニテ作業軌道運材実況並ニ御岳山ヲ望ム（部分）」（王滝村）個人蔵 

「鬼淵鉄橋と木曽森林鉄道」（上松町） 明治～大正時代 個人蔵 

新型コロナウィルスの感染拡大防止にご協力の上、ご来館下さい。感染拡大防止のため会期中に臨時休館する場合もございます。 

「木曽物産」明治 44 年 5 月 2 日（中央線全通祝賀紀念）個人蔵 

 



  

日本遺産構成文化財追加登録３件（2020.6.19） 
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あなたはいくつわかりましたか？ ぜひ会場に見に来て下さいね！ 

日本遺産ではありません 

日本遺産ではありません 

日本遺産ではありません 

日本遺産ではありません 
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【本展のおもな出品絵葉書】 

木曽の御料林絵葉書、木曽小川御料林絵葉書、官行伐木製炭事業絵葉書、神宮御営材出伐記念絵葉書（大正 9

年）、木曽王滝滝越御料林運材絵葉書、田立の滝絵葉書、木曽御嶽山名勝絵葉書など、日本遺産を題材にした絵

葉書と島崎藤村ゆかりの画家による美術絵葉書など約１６０枚および関係資料を展示します。 

木曽の朴葉巻 旧帝室林野局木曽支局庁舎 島崎藤村宅（馬籠宿本陣）跡 

日本遺産木曽路―木曽路はすべて山の中～山を守り 山に生きる～構成文化財 

塩尻市奈良井、塩尻市木曾平沢、曲物、旧中村家住宅、そば切り発祥の地、木曽塗の製

作用具及び製品、木祖村史跡鳥居峠、鳥居峠のトチノキ群、お六櫛の技法、水木沢天然

林、木曽馬、山村代官屋敷、福島関所跡、県宝山下家住宅、木曽御嶽山霊神碑群、らっ

ぽしょ祭り、木曽踊りと木曽節、高瀬家、御嶽山里宮、清滝、新滝、百草元祖の碑、木

曽の森林鉄道、寝覚の床、木曽の桟、赤沢自然休養林、白山神社、定勝寺本堂・庫裏・

山門、阿寺渓谷、妻籠宿保存地区、林家住宅、中山道、妻籠城跡、一石栃立場茶屋、南

木曽ろくろ細工、蘭桧笠、手打ちそば、すんき漬け、木曽材木工芸品、木曽の朴葉巻、

旧帝室林野局木曽支局庁舎、島崎藤村居宅（馬籠宿本陣）跡 以上４２件（2021 年 10 月現在） 

 

 

御料館企画展「戦前の絵葉書にみる日本遺産木曽路のすがた」を開催いたします。本展は令和 2 年に御料館

が日本遺産に追加登録されたことを記念し、開催するものです。 

そのストーリー「木曽路は全て山の中―山を守り 山に生きる」は、谷に暮らす人々にとって最大の恵みで

あった森林資源とその中を貫く街道を軸に、産業や自然、御嶽信仰など、４２件の文化財を選び浮かび上が

らせようとする大きな物語です。 

明治時代から昭和初期にかけての絵葉書には、既にこれらは取り上げられ、長い間かけて現代まで受け継が

れてきたことが分かります。 

この機会にふるさとの歴史と地場産業・観光文化について思いをめぐらせてみてはいかがでしょうか。 
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初夏の風物詩。米粉を練り中に餡をつめ

朴の葉で包んで蒸す野趣あふれる菓子。 
御料林（皇室財産）を管理・経営した庁

舎。木曽山の威光と歴史を今に伝える。 

『夜明け前』の作者 文豪島崎藤村の生誕地。

隠居所は江戸期の建造物。現・藤村記念館 

「福島関所跡」 

明治～大正時代 

個人蔵 

５ 

島崎藤村ゆかりの画家 
 

丸山晩霞、三宅克己、そして詩

集『若菜集』等の装丁を手掛け

た中村不折が描いた明治後期

～大正時代の絵葉書約５０点

を展示いたします。 

「石楠（しゃくなげ）」 

丸山晩霞画（石版）個人蔵 


